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中川はドイツ人であるフリードリヒ・シュドレルの“Das Buch der 
Natur”を邦訳した『万有七科　理学』（全 5巻）を明治 10年から明治
12年に著している。それゆえ，上記記載とも併せると，『博物学階梯』は 

























































1 小学読本　博 物 学 階 梯 明治 10年 11月 1877年 11月 AT
2 小学読本　博物学階梯教授本 明治 11年 4 月 1878年 4 月 AM
3 小学読本　博物学階梯字引 明治 11年 12月 1878年 12月 AL
改正版
1
小学読本　改正博物学階梯 明治 12年 9 月 1879年 9 月 BT
改正版
2
改　　正　博物学階梯字解 明治 12年 11月 1879年 11月 BL
改正版
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まず，次の図 1～図 4は，ATつまり『小学読本　博物学階梯』（明治 10 
年）の原本画像である。
【図 1】AT：表紙 【図 2】AT：中扉・本文一丁表
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　　 　【図 10】BT：表紙　　　　　　　　　　　【図 11】BT：中扉
　　  【図 12】BT：本文一丁表　　　　　　　　　【図 13】BT：奥付


















　　　　　【図 16】BM：中扉　　　　　　　　  【図 17】BM：本文一丁表
【図 18】BM：奥付












































































































表紙 譯 編輯 譯 （不明）
中扉 譯 編輯 譯 註解
一丁表または裏 西京／譯 西京／註解 西京／編纂 京都／註解
奥付 譯述者 編輯者兼出版人 譯述者 註解兼出版人































































































































記されており，最大 7行，つまり 14行分記されている。割注では AT・
AM・BTと同じ使い分けによるルビが振られている。
BMのみ頁数の振り方が他の三書と異なり，一丁（表・裏）ではなく，













　 AT（明 10 年） AM（明 11 年） BT（明 12 年） BM（明 13 年）
本文の前 ― 「緒言」 「教授法大畧」 ― ―
本文
頁数 三十帖 二十九帖 三十三帖半 五十二頁
ルビ ― ― ― ―
割注 ― 有 ― 有






頁数 一帖半 五帖 ― ―







































































































































































































































































































































































本文 1行目として「礦物」の見出しが続く。ここでは，ATと AMが 
「礦物概論」，BTと BMが「礦物総論」と称している。形式としては，AT
と BTが 1字下げて「○」の記号を用いている点で類似している。





































備考欄に「★」を付している 7番「機力」，14番「無機体」並びに 15番 



















【表 12】冒頭 9 行における漢語（『日国 2』による初出が 1870 年以降の語を中心に）

















5 B-3 滋養 （2）・1566




6 A-4 器械 （6）1862 『七新薬』
7 A-4 機力 （2）・1876-77




8 B-4 機関 （5）1862 『英和対訳袖珍辞書』































































































































Buch der Natur”第 2巻を基にしていると述べていることから，同書と
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